
シンナガサキみーてぃんぐ開催レポート 

ｉｎ三重小学校区 

 令和６年５月23日（木）、自治会やまちづくり協議

会、消防団、ペーロン協会、育成協など15人の皆さん

にお集まりいただき、三重小学校区の「シンナガサキ

みーてぃんぐ」を開催しました。 

 自己紹介では、まちづくり協議会を中心に行ってい

る清掃活動や子どもたちの体験活動、それぞれの立場

で地域のために行っている活動、地域で暮らしていく

中で感じていることなどをお話いただきました。 

いただいたご意見 

 バス空白地域解消に向けた取組みは、路線バスの停留所の新設や路線延長、道路整備に合わせ

た路線開設などを基本として、交通事業者と協議しながら可能な限り対応しているところです

が、道路幅員が狭隘であることや、地域の人口規模が小さく採算性が見込めないこと、交通事業

者との調整が困難などの理由により解消が図れない状況となっています。 

 しかしながら、バス空白地域の解消は必要と考えていますので、タクシー乗り合わせやボラン

ティア運送など共助による移動手段の導入に取り組みたいとのご相談があれば、可能な限り支援

したいと考えています。 

 バス空白地域では、通学も親の送迎が必要になる。利便性を良くしないと子どもたちが地元から離れていく

のではないかと思う。 

市の考え方 

回 答 

①バス空白地域について 

 後継者の育成には、既存の畜産農家の経営安定が必要であると考えており、長崎市では、JAと

連携した融資事業や実行委員会による「出島ばらいろ」のブランド強化を図ることで、経営安定

に向けた取組みを進めています。 

 なお、後継者や新規就農に係る取組みも行っていますので、農林振興課にご相談ください。 

 長崎のブランド牛「出島ばらいろ」を生産しているが、後継者育成が課題だと感じている。 

市の考え方 

回 答 

②畜産農家の後継者育成について 



 そのほか、「まちねこ不妊化推進事業の申請期限などについて詳しく知りたい」、「子どもたちが外で遊

べる環境を整えてほしい」、「子どもも大人も集まれるような居場所づくりが必要だと思う」などのご意見

をいただきました。 
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 生活支援コーディネーターは、単身世帯や軽度の支援を必要とする高齢者が増加する中、介護

保険法に基づき配置されたもので、地域住民と一緒に支え合いの基盤整備の支援を行っていま

す。長崎市においては、４名の生活支援コーディネーターを配置し、全員が「社会福祉士」の資

格を有し、介護予防・地域づくりの専門的な視点で活動を進めています。 

 具体的には、地域コミュニティ連絡協議会などの話し合いの場などへ参加し、生活支援ニーズ

や社会資源の把握に努めており、買い物支援などの課題に対しては移動販売事業者との調整や情

報提供を行い、高齢者のスマホ活用に対しては事業者と調整しスマホ教室を開催するなど、地域

の課題解決に向け支援を行っています。 

 生活支援コーディネーターの拡充については、これまでの活動の検証も行ったうえで、できる

限り地域に密着した形での配置に向けての検討を進めています。 

 生活支援コーディネーターは、今後、役割の幅が広がっていくと思うので、もう少し拡充をしてほしい。 

市の考え方 

回 答 

④生活支援コーディネーターについて 

「市長との対話」でひとつひとつの疑問に丁寧に答え

ていただき有意義な時間でした。市長の飾らない紳

士な対応にファンになりました。  

自分も三重のことを思っていましたが、参加者の人

たちの考えが素晴らしくて参考になりました。  

 改めて三重地区で抱えていらっしゃる課題などについて、じっくりとお話を伺うことが

できました。 

 いろいろな課題もありますが、三重にはいろんな魅力、ポテンシャルがあるので、それ

をもっとうまく活用していけば、そういう課題も解決していけるのではないかと、希望も

見える意見交換となりました。  

三重や長崎に誇りをもってもらえるような

街づくりを一緒にしていけたらと思った。 

鈴木市長のひと言 

参加者からの感想 

普段では聞けない話や、思っていることなどの話

ができ、いろいろな問題などのことも分かりよ

かった。  

 ご意見いただいた自治会活動に参加するともらえるポイントについては、自治

会が健康づくり講座やウォーキングなどの活動を行う際には「長崎健康づくりア

プリ」でポイントを貯められるようになったので、周知に努め、その活用を推奨

しています。 

 また、自治会は同じ地域に住む方々が手を取り合って安全安心な暮らしを支え

ています。当たり前に生活している日々の暮らしのなかには、自治会活動で地域

の困り事の共有や対策を話し合って暮らしやすさを保っていたり、防犯活動や防災活動など、

いざという時のための備えを行っているところもあります。こういった活動は、すぐにメリッ

トとして感じづらい部分ですが、地域の安全安心を支えるインフラとしての自治会の重要性に

ついて周知を図っています。 

 自治会やボランティア活動に何かメリットがあればいいと思う。参加するとポイントがもらえて、プレゼン

トがもらえるなどの取組みができないか。 

市の考え方 

回 答 

③自治会活動のメリットやポイント制度について 

▲長崎健康づくり 
 アプリ 


